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§1． 緒　言

　 Cu3Au 合金 は ，　 Te ＝ 390 ℃ で Cu お よび Au 原子 が無秩序配列へ と相転移す る合金

で あ り， 無秩序状態 （D 一
状態 ）よ り秩序状態 （0 一状態 ）へ の 遷移 時間 は， 非常 に長

い ・ と鞠 られて い る 鍛 ・ は こ の 相転移嗹 麗 概 明ら か に す ・ た め ， 孔 以上 の

温 度で 焼鈍 し， D 一状態 した試料の 焼鈍温度 を T
。

以下 に 数分 間で 変化 し，試料 の X 線

回折実験や 電気抵抗値の 急冷後 の 焼鈍時間依存等の 観測 を行い 報告 した 詈
）
と くに X 線回

折実験 で は ， 0 一状 態に 特徴的な （110 ）超格子線 の
， 線 巾 の 急冷後 の 焼鈍時間 （t）依存

性 を求め た 。 こ の 線巾B（110）は秩序領域の 平均半径 万 と の 間に

B （hk／）＝ κ （んkl ）・A／（D ・
c 。 s θ ）

の 関係 が成立す る こ とが知 られ て い る。 （1）式 を用 い て 実験結果 を解析 した結 果 ，

D …　疵i
一

（1）

（2）

とな る こ とが明 らか とな っ た が， こ の よ うな D の t 依存 は ， TDGL 模型 を用 い て こ の

よ うな遷 移過程 を理 論的に 研究 し た川 崎 一Gunton　＄ の 結果
3）

と非常 に 良 く
一

致す る こ と

を明 らか に した 。

　本研究 で は， こ の 線巾の み な らず線形，お よび ， 反射強度の t 依存に つ い て も川崎等

の 理 論
3）

と比較 を行い ，理論 の 妥当性 ， 適用限界 等に っ い て の 考察 を本研究で は行 う 。

§2． 実 験結果お よ び考察

　500 ℃ で 焼鈍 し ， 無秩序配列 した Cu3Au 合金 の 焼鈍温度 を，　 T
．
以下 の 温度 （T

，
）に

急変 し焼鈍 を続行する 。 こ の 試料の X 線 回折実験 を行 い ， 秩序化 に 伴 っ て 出現す る （110）

超 格子線 の T2 で の 焼 鈍経過時間 （t ）依存 を求 め る
。 第 1図 に （110 ）線の 典型的な t 依

存例 と して T2＝ 351 ℃ の 場合 を示す 。
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第 1 図　 （110）超 格子線の 焼鈍時間依

　　　存性 。
T2　

・
　351 ℃ の 場 合 にお

　　　け る （A）t ＝ 21分， （B）t ＝37

　　　分 ， （C ）　t ＝ 71 分 の 線形 を例

　　　 示 す る 。

　こ の （110）線の 線形 お よび強度 と川崎等 の 理 論 と の 比較 は次 の 様に行 う。川崎等に よ

っ て 求め られ た 二 体 の 相関関ta　C （r ， t）を Fourier 変換 し て
， 構造因子 S （Q ，　t ） を求

め ，実験結果 と比較する 。比較 に際 し て 次の 様 な 配慮 を行 っ た 。 TDGL 模型 で は D と

t の 間に は ，

D （t）＝ 駈 （3）

の 関係が あ る 。

一
方 ， 第 2 図 に示 す よ うな実験結果か らは ， 刀 と t の 間 に次式 の 関係

万
2
（の

一 D ♂− 2Ctt

が導かれ る 。 した が っ て
， 比較 に 際 して は ，

D （t）− a n（　 o ）

（4）

（5）

な る to を導入 し ， 焼鈍 の 時間 t を t ＋ to に変 えねばな ら ない 。ま た ， 線形 を比較 す る

た め に は ， 第 3 図に 示 し た 実験で 得 られ た 線形 の 横軸 q｛≡ （sin θ／2 ）｝ に合わ せ る様

に TDGL の 結果 の 横軸 Q を ス ケ ー ル す る必 要が あ り， こ の Q と Q との 間 の 関係 が ，

　　　a − 2L （t ＋ t
，
）ρ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （6 ）
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第 2 図　 （110）超 格子線 の 線巾 B

　　　（110）の 焼 鈍時間依存性 。
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第 2 図　（110）回折線 の線形 の 実 験値 と理 論値 と の 比較。実線は川 崎等
3）

　　　の 理論 を用 い た計算 曲線 ， 白丸 は実験値 で あ る。 A ，B ， C は 焼鈍経

　　　過時間が （A）37 分 （B）52 分 （C）71分 の 結果で ある。な お ，横軸

　　　の dQ は ， （110 ）反射角を θ
。

と した時 ，

　　　　　　dρE ［（sin θ／わ 一 （sin θ
o／
A ）1　を用 い て い る 。
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で あ る よ うに ス ケ
ー

ル した 。

　第 3 図に T2＝ 351 ℃ に 急冷後， （A）37 分 ， （B）52 分 ， お よ び （C）71 分 聞焼鈍 し

た 場合の （110 ）回折線 と理 論値 と の 比較 を示 し て あ る。こ の 系列 で の L と to を 実験 に

合 う様 に選ん でや る と，理論値 は図 に示 す よ うに実験結果 と非常 に よ く
一

致す る 。同様

な比較を T2＝ 355．6℃ ， T2 ＝ 349℃ の 系列に つ い て も行 っ たが，　t が 〜 30 分か ら 120

分程度 の デ ータで は よ い 一致が得 られ た。 しか しなが ら， 劫 ミ〜 30分 か ら〜120 分の 領

域か ら，ずれ れ ば ずれ る程 ， 実験結果 と理論計算結果の 一致度 は どん どん 悪 くなる。

　
一

方 ， 川 崎等 の 理論は ，初期 の 秩序化 の 過 程 を除 い た 過渡期 に適用可能 な もの であ り，

さ らに，互 に位相 の 異 っ た 秩序領域 の 問の 相互作用 が弱い 領域に適 用 出来 る もの で あ る。

し たが っ て ， Cu3Au 合金 に お い て ，上 記条件 をほ ぼ 完全に 満す の が ，

− 30 分 く t ＜

120分の 領域，万に 直す と 30A ＜ 万く 〜 150　A の 領域で あ り， こ の 領域で の 過 渡過程

を川崎等 の 理 論はよ く記述 して い る と考え て よ い 。

　次に ，選 ばれ た パ ラ メ タ
ー L お よ び to に っ い て 考察 し て み る。得 られ た toお よび L

を用い て D
。
を計算す る と〜 30 格子 と 得 られ た が ， こ れ は実験値 の 〜 2．5倍程度の 値 で

あ り，
一

応 もっ と もな 値 と考え られ る 。 しか しな が ら ， L の 温度依存性 に 関し て は，実

験 と比 較 し て 意味ある結果 が得 られ な か っ た 。こ れ は ， 線形 は非常 に精度良 く求め られ

る が ， 強度測定 に 関し て は 〜 8 ％程 度 の 実験 誤差が あ り， こ れ が上記の 原因か も知れ な

い 。 も う少 し T2 を 巾広 く変化 させ る と ， 有意な ゐが 決定 され る の か も知れ な い
。

　研究 を御支援 し て 戴い た倉田財 団 に感謝す る 。
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